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自動運転草刈機・運搬ロボット・電動作業機が集結、実機の操作体験も可能 

特別企画「スマート農業 タッチ＆トライ」（「第 16回 農業WEEK」内）を開催 
 

第 16回 農業WEEK 10月 7日（水）～9日（金） @幕張メッセ 

 
RX Japan合同会社（本社：東京都中央区、代表執行役員社長：田中 岳志）は、2026年 10月 7日（水）
～9日（金）の 3日間、幕張メッセにて日本最大＊1の農業・畜産の展示会 「第 16回 農業WEEK（通称： 
J-AGRI TOKYO）」を開催します。本展では、スマート農業イノベーション推進会議（IPCSA）事務局との連携企画と
して、同事務局主催の「スマート農業 タッチ＆トライ 2026」を会場内で実施いたします。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 最先端の技術を搭載したスマート農業機械が集結 

農業の担い手不足と高齢化が深刻化する中、省力化・自動化を実現する「スマート農業」への期待が高まっていま
す。2026年、自営農業を主な仕事としている世帯員「基幹的農業従事者」は、前年に比べて約 5万人減少し、
初めて 100万人割れし、98万 6,600人となり*²、担い手の確保に苦戦する産地の声は年々大きくなっています。 
 
こうした状況の中、政府もスマート農業の推進に本腰を入れています。2025年 4月閣議決定の「食料・農業・農
村基本計画」で、初動 5年間（令和 7〜11年度）を「農業構造転換集中対策期間」と位置づけ、スマート技術
の開発と生産方式の転換・実装を集中的に推進。支援事業には 2025年度補正予算と 2026年度当初予算を
合わせて計 182億円を計上する*³など、スマート農業の導入支援には追い風が続いています。 
 

報道関係各位 <ニュースレター> 

 

 



さらに人材面でも対策がなされており、政府は退職自衛官とその家族の支援を一元的に担う「退職自衛隊員・家族
支援庁」を、早ければ 2027年度に新設する方針です。50代半ばで退職を迎える自衛官の多くは、体力・規律・
機械操作のスキルといった農業現場に直結する能力を備えており、第二の人生の受け皿として農業分野への期待が
高まっています。農林水産省と防衛省は 2025年 6月、全国農業協同組合中央会や日本農業法人協会などの
事業者団体と「農林水産業及び自衛隊における人材確保の取組に係る申合せ」を締結*⁴し、退職予定自衛官の
活躍・就業促進を後押ししています。 
 
こうした中、本展内「スマート農業 タッチ＆トライ」では、自動運転草刈機や運搬ロボット、液剤散布ロボットなど、次
世代の農業を支えるスマート農業機械が特設エリアに集結。来場者は実機が実際に動く様子を間近で見学できるこ
とに加え、実際に操作体験も可能です。 
 
展示会では数多くのスマート農業関連製品を紹介しますが、本企画の特徴は「実際に見て触って体験できる」こと。 
カタログや動画だけでは分からない走行性能や作業効率、安全性を、その場で確認できます。 
特に近年は、草刈りや資材運搬といった重労働・危険作業をロボットが代替する技術や、GPS・RTK（Real Time 
Kinematic）技術を活用した高精度な自動走行技術、電動化による環境負荷低減などが注目を集めています。
本企画ではそうした最新技術を搭載した製品が実際に稼働し、来場者へスマート農業の未来を提案します。 
 
企画の主催は「スマート農業イノベーション推進会議（IPCSA）事務局」で、農研機構・農林水産省・PwC コンサルティ
ングが連携するプロジェクトとして、技術の社会実装を加速させる場でもあります。 
 
持続可能な農業経営の実現に向けて、スマート農業機器の最前線をぜひ会場でご体感ください。 
 
*¹ 同種の展示会との出展社数および製品展示面積の比較による。各展示会主催者の公式Web サイト等に掲載された公開情報を基に調査。（令和８年 7月時

点、主催者調べ） 

*² 農林水産省「令和８年農業構造動態調査結果」（令和８年６月 30 日公表） 

*³ 財務省「特集 令和 8年度 農林水産関係予算について」（「ファイナンス」令和 8年 5月号） 

*⁴ 農林水産省「農林水産業及び自衛隊における人材確保の取組に係る申合せの締結について」（令和 7年 6月 6日） 

 

 

■「スマート農業 タッチ＆トライ」  注目のスマート農業機械 (一部抜粋）  

■電動小型特殊自動車 

 
 

 

 

 

出展社：ヤマハ発動機株式会社 
製品名：DIAPASON C580（ダイアパソン シーゴーハチマル） 
 
電動小型特殊自動車として、農業現場での作業や移動を支援します。
実際に触れ、乗り込みながらご体験ください。 



■自動走行運搬車 

 
 
 
 
 

 

■リモコン草刈機 

 

 

 

 

 

 

■液剤散布ロボット 

 

 

 

 

 

【実演スケジュール】 

 

出展社：輝翠株式会社 
製品名：Adam S2 
 
AI ロボット運搬車「Adam」は、人の代わりに草刈りを自動でしてくれま
す。人への追従と 300kg の積載量で、収穫や剪定など 1年中活躍し
ます。 

出展社：有限会社創造社 
製品名：リモコン草刈機 自動走行装置付き 
 
リモコン草刈機に自動走行装置の搭載で、RTK利用の自動走行が可
能。事前に PC ソフトで作成したルート(障害物を回避あり)での自動走
行と、その場で実測して作成したルートでの自動走行を行います。 

出展社：株式会社農社 
製品名：フィールドスプレーヤー 
 
株式会社農社と株式会社 FieldWorks が共同開発中の中山間地域
向け液剤散布ロボットを実演します。 

【昨年の様子】 



本企画以外に、展示会場内で様々なスマート農機が出展します。 
農業用散布ドローン、清掃用ドローン、農機自動操縦システム、見回りロボット、栽培管理システム、水田水位管理
省力化システムなどが、一堂に集結します。 
 

■取材のご案内（事前申込制） 

◆ご取材のお申し込みはこちら 
https://www.jagri-global.jp/hub/ja-jp/press.html 
 
――― お気軽にご相談ください ――― 
・ご希望に応じて、事前に取材対象やテーマのご相談も承ります。 
・会期前日（10月 6日）の取材につきましても、事務局側でスケジュール調整が可能な場合がございます。 
・会期当日のお問い合わせについても、可能な限り取材をお受けいたしますので、ぜひお気軽にご連絡ください。 
 

■展示会 開催概要 

日本最大*¹！農業・畜産の展示会 

第 16回 農業WEEK（通称：J-AGRI TOKYO） 
会期：2026年 10月 7日（水）～9日（金） 
会場：幕張メッセ 国際展示場 4～8 ホール 
主催：RX Japan合同会社 
同時開催展：第 20回 GARDEX（国際 ガーデン＆アウトドア EXPO）／第 16回 TOOL JAPAN 
入場：無料（事前の来場登録が必要） 
公式Web：https://www.jagri-global.jp/hub/ja-jp.html 

■会社概要 

社名：RX Japan合同会社 
本社所在地：東京都中央区八重洲 2-2-1 東京ミッドタウン八重洲 八重洲セントラルタワー11階 
代表執行役員社長：田中 岳志 
事業内容： 
●東京/幕張/横浜/名古屋/大阪/神戸/福岡/熊本などで 年間 38分野 109本の展示会を開催（2026年） 
●日本企業の海外展示会への出展サポート（RX ISG） 
設立：1986年 8月 
HP：https://www.rxjapan.jp/ 

■本件に関するお問い合わせ先 

農業WEEK展示会事務局 広報担当  
TEL：03-6739-4111 
MAIL：jagri.jp@rxglobal.com 

https://www.jagri-global.jp/hub/ja-jp/press.html
https://www.jagri-global.jp/hub/ja-jp.html
https://www.rxjapan.jp/
mailto:jagri.jp@rxglobal.com

